
老年心理学特講 

単位数：4 担当教員名：亀谷 秀樹 開講時期：前期・後期 

●テーマ 

生涯発達における高齢期の意義について考察を深め、高齢期のこころの健康を達成する

ための方略を考究する。 

 

■ 達成目標 

◆一般目標 

 老年心理学研究の最前線を理解し、自ら研究を行う力を育てるとともに、高齢者を援助

するための実践的応用力を養う。 

◆行動目標 

① 老年心理学の最新の研究動向を踏まえ、学習者が高齢者のこころを科学的に理解する力

を養う。 

② 学習者が、老年心理学に関連した研究テーマを自ら設定し、研究を行うことができるこ

とをめざす。 

③ 学習者が介護等の現場において、高齢者のこころの問題を理解し援助する技能を育てる。 

 

■ 講義内容 

 本科目では、これまで「衰退と喪失」の時代として考えられてきた高齢期の意義につい

て、生涯発達理論や進化論的観点から再考するとともに、高齢期における精神機能の加齢

変化とそのメカニズムについて理解を深め、さらに高齢期の精神機能を維持するために必

要となる心理・生理的要因について、老年心理学の最近の知見に基づいて考求する。授業

では、①老化の意義、②心の老化と認知症、③健康な高齢期の実現という３つのテーマに

分けて、受講生の興味を勘案しながら、それぞれのテーマに沿った文献を適宜指定し、レ

ポートにまとめてもらう予定である。以下に、各テーマについて概説したので参考にして

ほしい。 

 

1. 老化の意義 

 人の一生は、受精に始まり、死で終わるライフサイクルとみなすことができる。このラ

イフサイクルにおける最終段階が高齢期である。では、そもそもヒトはなぜ老化するのだ

ろう？なぜ高齢期が存在するのだろう？こうした老化現象の意義について、進化論の立場

から様々な理論が提唱されている(Arking, 1998)。 

 有力な進化論的老化理論のひとつである「Disposable Soma Theory」（身体の使い捨て理

論）を提唱した Kirkwood は、繁殖と個体維持に掛かるコストのトレードオフの結果として

寿命が決定されるとしている（Kirkwood, 1998; Austad, 1999; Kirkwood and Austad, 2000）。

有性生殖を行う生物は、生体の維持修復と繁殖という２つの目的にエネルギーを投資する。

しかし、エネルギーは有限であるため、修復機構への投資を抑えて余剰エネルギーを繁殖



のために用いることが適応的な戦略であると考えることができる。このため、生物の修復

機構は不完全なものとならざるをえず、その結果、加齢とともに分子レベルでの損傷が蓄

積して老化や死が起きるという。   

 Kirkwood の理論に対して、老化や高齢期の進化的意義を積極的に見いだそうとする立場

が Hawks らの「Grandmother hypothesis」（祖母仮説）である。祖母仮説によると、高齢者

の存在は、（1）食料供給者として、（2）知識の伝達者として、さらには（3）家族の絆を強

める働きを通して、自己の遺伝子を後代に受け渡す可能性を高めるという（Hawks et al., 

1998）。 

 本科目では、これらの老化理論を学習して、老化や高齢期の意義について理解を深める。 

 

2. 心の老化と認知症 

 健康な高齢者の場合、精神機能は、すべて一様に衰退していくわけでなはなく、機能に

よっては、加齢の影響のあまり見られないものや、年とともに向上する機能のあることが

明らかになっている。例えば、精神運動速度や注意の分割・エピソード記憶・作業記憶は、

加齢とともに衰退する。しかし、意味記憶・情動記憶・自伝的記憶は、高齢期においても

比較的よく維持されている(Hoyer,W. and Roodin, 2008)。情動の調節機能については、高

齢者の情動は安定化して幸福感も高まるなど、高齢期にむしろ向上が見られるという

（Mather and Carstensen, 2005）。 

 本科目では、原著論文、総説論文を選択して高齢期の精神機能の加齢変化について学ぶ

機会を設ける。さらに、こうした変化をもたらすメカニズムに関する神経科学研究や分子

生物学研究についても学習する（Hedden and Gabrieli, 2004; St. Jacques et al.,2009）。 

 第二に、高齢期の健康に重大な脅威をもたらす認知症について、高齢期に増える認知症

のタイプや発症率、症状、経過、病因、治療法など、最近進展が著しいこの分野の研究を

紹介する(Mattson, 2004; Mucke, 2009)。 

 

3. 健康な高齢期の実現 

 ここでは、これまで修得した知識に基づいて、健康な高齢期を実現する方法について考

究する。 

 心身の加齢変化は、ライフスタイルによって修飾されていることが、近年数多く報告さ

れるようになった。神経新生に関する研究によると、豊かな環境で老化ラットを飼育する

と、海馬における神経新生が増大し、加齢に伴う記憶障害が軽減するという（Kempermann et 

al., 1997）。さらに、運動によって神経新生が促進し、認知機能が改善するとの報告もあ

る（van Praag et al., 2005）。また、修道尼を対象とした縦断的研究では、知的に活発な

修道尼は、高齢期に至っても高い認知機能を維持しうることが明らかになっている（Danner 

et al.,2001;Snowdon, 2003）。これらの知見から、知的刺激や運動によって脳を活性化す

ることにより、脳機能の加齢変化を遅らせることが可能であると考えられる。 

 この他、食生活、社会的サポートの有無といった要因や、自己効率感、楽天主義などの

パーソナリティ変数が高齢者の心身機能の維持に重要な働きをしていることが明らかにな

っている。 



 本科目では、高齢期におけるこころと身体の機能維持に必要な心理的要因を解明し、心

身ともに健康なサクセスフル・エイジングを達成するための方略について考えていく 

(Albes et al.,2007) 。 
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